
介　護　士　募　集

申し込み・問い合わせ先　和水町特別養護老人ホームきくすい荘　☎０９６８・８６・２１７７

 １．採用職種………………介護士（正職員）
 ２．採用予定人数…………若干名
 ３．受験資格………………介護福祉士を所持している45歳以下の人
 ４．就業場所………………和水町特別養護老人ホーム　きくすい荘

玉名郡和水町江田4025番地 
 ５．就業時間………………通常勤務　午前８時20分～午後５時30分

遅出勤務　午前９時50分～午後７時00分
夜間勤務　午後５時30分～午前９時30分
※勤務表による３交代制

 ６．受付期間………………７月１日（火）～７月11日（金）
 ７．受付場所………………和水町特別養護老人ホーム　きくすい荘
 ８．提出書類………………履歴書

介護福祉士資格者証

 ９．試験内容………………作文・面接
10．試験期日………………７月18日（金）　作文　午前９時～

 面接　午前10時30分～

 １．採用職種………………介護士（臨時職員）
 ２．採用予定人数…………若干名
 ３．受験資格………………50歳以下の人
 ４．就業場所………………和水町特別養護老人ホーム　きくすい荘

玉名郡和水町江田4025番地
 ５．就業時間………………通常勤務　午前８時20分～午後５時30分

遅出勤務　午前９時50分～午後７時00分
夜間勤務　午後５時30分～午前９時30分
※希望時間帯の選択も可能

 ６．受付場所………………和水町特別養護老人ホーム　きくすい荘
 ７．提出書類………………履歴書
 ８．試験内容………………面接

※臨時職員については、随時受け付けています。

和水町特別養護老人ホームきくすい荘では、

介護士を募集しています。

税務住民課 健康福祉課 経済課 きくすい荘
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和水町立病院
医療安全対策室の取り組み
　和水町立病院では、当院を利用される患者さまが、質の高い

治療を受けていただくのはもちろんのこと、安心・安全に院内で

の時間を過ごしていただくために、医療安全対策室を設置して

います。

　あってはならないことですが、病院には数多くのリスクが存在します。そして、多くの場合においては未然に防

がれているわけですが、医療安全対策室では、医療の現場で発生する様々な問題の原因を追究し、二度と同じ

事例が発生しないように、または発生する前に危険な状態を発見し、患者さまに被害が及ばないように、対策の

立案・実行・検証を行っています。

　例えば、当院を含め高齢者が多く入院されている病院において発生するトラブルに、

患者さまの「転倒・転落」があげられますが、その多くは、病室で発生しています。

原因として、

1 長期の安静または高齢による筋力の低下により足のふんばりがきかなかった

2 麻痺などの病状の理解が十分にされていない

3 薬の影響でふらつきがあった

4 慣れない環境

など、さまざまな原因が重なり合って、

　「なんでもない動作が大けがにつながってしまった」ということ

もありえます。

そのような患者さまには、

１ 病状の説明を行い、ご家族の人も含めて病状の理解を深めて   

いただく

２ “ナースコールの使い方”の説明回数を増やし、気軽にスタッフへ声掛けができるような雰囲気づくり

３ どうしても1人で動こうとされる患者さまには、“病棟スタッフの目が届きやすい部屋”へ移動していただく

4 患者さまがベットから足を下ろしたら音で知らせてくれる“センサーマット”の設置など。

 以上のような対策をとっています。

　また、ご本人の要望を尊重し、頻回に病室を訪れるということも有効な対策の一つ

です。

　その他、「転倒・転落」だけではなく、いろいろな危険信号を見つけ、現場での調査

を行い、対策を考え、職員全員参加の研修会を開催するなど、すべての職員で医療

事故を未然に防ぐ活動を行っています。

問い合わせ先　和水町立病院　　☎0968・86・3105

病院内処置室前に設置された医療安全対策室

ちょっと物を取ろうとしただけなのに…

足が床敷のセンサーマットに触れると、
警報で知らせます。

高齢者は思わぬ場所で・・・。
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